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①年間利用実績：年齢別（人） 

年齢 ガ ボ 

14 歳未満 2 0 

15 歳 3 1 

16 歳 3 2 

17 歳 2 5 

18 歳 7 4 

19 歳 5 2 

合計 

（2014 年度からの継続入居者数再掲） 

22 

（2） 

14 

（2） 

 
②入居理由（人） 

本人の主訴（重複あり） ガ ボ 

心理的虐待 8 9 

身体的虐待 11 8 

ネグレクト 1 5 

性的虐待 5 0 

非行（試験観察・保護観察） 1 3 

自立（精神不調を含む） 1 7 

家庭の経済的事情・金銭搾取 2 0 

施設不調 1 0 

親の入院、引取り拒否 2 0 

その他 2 2 

※その他：ガールズ…特定妊婦 1名、DV/ストーカー1名 

ボーイズ…住込み就職の不調 2名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③家族の状況（人） 

家族構成 ガ ボ 

実父母 9 0 

ひとり親家庭 6 9 

ステップファミリ― 4 1 

祖父母 0 2 

不明（所在不明もしくは死去） 1 0 

 
④入居前に生活していた場所（人） 

 ガ ボ 

家庭 9 8 

児童福祉施設 2 0 

会社の寮・ひとり暮らし 1 2 

少年鑑別所 1 1 

少年院 0 1 

親戚宅 2 0 

野宿・ネットカフェ 0 1 

知人宅 3 0 

ホテル 1 0 

成人の福祉施設 1 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもシェルター         「カリヨン子どもの家ガールズ」（女子・定員５名） 

「カリヨン子どもの家ボーイズ」（男子・定員５名） 
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⑤子どもの健康状況（人） 

通院治療 

ガールズ ボーイズ 

実

人

数 

延べ

人数 

実

人

数 

延べ

人数 

精神科・心療内科 7 41 2 4 

内科 7 19 1 1 

外科・整形外科 2 2 1 1 

耳鼻咽喉科 7 10 1 4 

歯科 7 42 2 3 

皮膚科 5 7 4 10 

眼科 4 4 2 2 

産婦人科・婦人科 7 13 0 0 

計 46 138 13 25 

 
⑥退居先実績（人） 

退去先 ガ ボ 

家庭復帰 2 1 

自立援助ホーム 7 6 

児童養護施設・養育家庭 1 3 

子どもシェルター 1 0 

児童相談所一時保護所 3 0 

会社の寮・ひとり暮らし 0 3 

病院への入院 0 0 

成人福祉施設（生活保護受給） 3 1 

不明（無断外出等） 3 0 

合計 20 14 

 
⑦スタッフの状況（人） 

職種 ガ ボ 

ホーム長（常勤職員） 1 1 

チーフ（常勤職員） 0 1 

児童指導員（常勤職員） 2 1 

児童指導員（非常勤職員） 0 1 

合計 3 4 

有償ボランティアスタッフ（日勤） 7 3 

有償ボランティアスタッフ（宿直） 2 1 

合計 9 4 

 
 

⑧会議の開催状況（回数） 

会議名称 ガ ボ 

ケース会議（子どもも参加） 33 12 

関係者会議（子どもは不参加） 27 3 

家庭調整のための面談等 3 2 

職員会議 8 12 

スタッフミーティング 12 12 

退去後ケース会議 0 1 

利用者ミーティング 0 1 

 
⑨人権擁護の取組み 

ガールズ ボーイズ 

必要に応じて権利擁護推進室の

アナウンス。以前はインテーク

ごとに紙面を用いて行っていた

が、現在は徹底できていない。

今後は紙面を用いての説明を実

施できるようにする。 

苦情受付記録

の実施。 

カリヨン権利

擁護推進室の

利用説明。 

2015年度は権利擁護推進室ヒアリング実施せず。

毎月のスタッフミーティングに委員が同席。 

 
⑩苦情相談の状況 

ガールズ ボーイズ 

■食事に髪の毛

が混入している

との指摘。 

⇒職員、ボラン

ティアスタッフ

に改めて注意喚

起を行うととも

に、三角巾の整

備を行った。 

■ボーイズに備品として TV ゲ

ームを置くべきである。 ⇒置

けない理由（ゲーム利用にまつ

わる入居者同士のトラブルや

生活リズムの乱れを懸念）を説

明して断った。 

■テレビを自室に持ち込みた

い。⇒認めない理由（自室に閉

じこもってしまうこと等を懸

念）を説明して断った。 

■カラオケボックスに行きた

い。⇒ハウスと相談し、実施。 
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⑪施設・環境 

 ガールズ ボーイズ 

施
設
整
備 

水道フィルター交

換、定員変更のた

めの改修工事（稼

働式ドア取り付

け、畳の張替） 

児童居室エアコン清掃 

環
境
整
備 

児童居室備品整備 

花壇手入れ・草むしり 

通行人による敷地内へ

の投棄ゴミの清掃 

ホーム前の道路清掃 

 
⑫防災訓練の実施状況 

ガールズ ボーイズ 

避難用具の確認と備蓄品の消

費期限の確認を行った。 

10 月 10 日に町内会主催の避

難訓練に参加。二次避難場所

の確認や避難所設営などの動

きを職員が確認。 

避難場所を職員、スタッフで

確認をしたうえで、ルートの

検討を実施した。 

定期的に緊急避

難道具、避難経

路の確認を行っ

た。 

半年に一度、入

居者を自治体指

定の避難場所ま

で案内した。 

 

 
⑬外部機関連携 

ガールズ・ボーイズ 

子ども担当弁護士、児童相談所、家庭裁判所、保

護観察所、少年院、ハローワーク、職業訓練校、

病院、学校、福祉事務所(生活保護受給)、自立援

助ホーム、児童養護施設等と子どもの支援を通じ

て連携 

 
⑭職員研修参加回数（出席のべ人数） 

 ガールズ ボーイズ 

法人内研修 5 回（11 名） 4 回（15 名） 

外部研修 9 回（9 名） 4 回（4 名） 

 
 
 
 
 

 

⑮2015 年度事業報告まとめ 

ガールズ ボーイズ 

平均入居日数は 48.2

日と 2014 年度に続き

比較的短期間の入居

で次の生活場所へ繋

ぐことができた。 

入居相談、入居打診に

ついては、事務局、カ

リヨン担当弁護士の

協力の元、管轄（委託）

機関とのトラブルに

なることなく適宜整

理をしながら対応し

た。 

引き続き、カリヨン担

当弁護士よりホーム

へ連絡があった時点

で正式打診として、対

応したい。 

2014 年度に問題とな

ったシェルターと児

童の生活圏が重なっ

てしまう危険性につ

いて、入居打診の段階

で児童の居住地を伺

うことで対応した。ま

た、近県シェルターと

も連携をはかり、相互

に安全を確保したう

えで対応することが

できた。 

定員増加に伴う書類

変更等が必要となる。

（2016 年度に引き続

きマニュアルの整備

とあわせて実施予定） 

平均入居日数は 48 日。 

住込み就職をする入居

者が数名あり、そのた

びにアパートおよび就

職の保証人、保護者同

意、緊急連絡先の確保

が困難である。 

施設内での生活の仕方

の工夫の必要性を実感

している。（慣れてく

ると生活態度が乱れや

すい、少年院からの入

居者が施設不調を起こ

しやすい、スポーツ対

応が可能なスタッフが

不足している等） 

児童福祉施設が対応で

きる範疇を超えた精神

疾患をもつ児童の入居

希望をどう扱うか。入

居した場合にはシェル

ターからの退去先が問

題となる。 

本人／保護者ともに高

学歴の入居者が増加

し、学力・進学の観点

からの支援が必要にな

っている。 

アフターケアニーズの

ある OB が増えている。

職員が勤務外対応して

いることもあり、超過

勤務傾向にある。有休

の消化ができない。 
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①年間利用実績：年齢別（人） 

年齢 と 夕 

15 歳 0 [1] 

16 歳 0 2[1] 

17 歳 2 0 

18 歳 3 6 

19 歳 1 4 

合計 

（2014 年度からの継続入居者数再掲） 

6 

（5） 

12[2] 

（5） 

※[]内は一時保護委託児童 

 
②入居理由（人） 

本人の主訴（重複あり） と 夕 

心理的虐待 1 6 

身体的虐待 2 5 

性的虐待 0 1 

非行（試験観察・保護観察） 1 1 

措置変更 1 2 

生活困難 3 0 

養育困難 2 0 

その他 0 1 

 
③家族の状況（人） 

家族構成 と 夕 

実父母 1 3 

ひとり親家庭 3 7 

ステップファミリ― 0 2 

祖父母 1 1 

後見人親族 1 0 

養育家庭 0 1 

 
④退居先実績（人） 

退去先 と 夕 

知人宅 0 1 

児童養護施設・その他の施設 0 2 

会社の寮・ひとり暮らし 2 3 

合計 2 5 

 

 
 
⑤入居前に生活していた場所（人） 

 と 夕 

家庭 0 5 

子どもシェルター 3 2 

児童福祉施設・里親宅 3 4 

少年院 0 1 

精神障がい者グループホーム 0 2 

 
⑥子どもの健康状況（人） 

通院治療 

とびらの家 夕やけ荘 

実人

数 

延べ

人数 

実

人

数 

延べ

人数 

内科 2 4 1 1 

耳鼻咽喉科 0 0 2 12 

歯科 0 0 1 1 

皮膚科 1 3 2 5 

眼科 1 3 1 1 

計 4 10 7 20 

 
⑦就職先（人）       ※転職者は再掲 

職種 とびらの家 夕やけ荘 

事務職 0 2 

飲食業 2 4 

販売業 6 1 

製造業 0 1 

建築業 1 0 

介護職 1 0 

引越し 2 0 

警備業 1 0 

派遣業 1 0 

運送業 0 1 

 
⑧職員研修参加回数（出席のべ人数） 

 とびらの家 夕やけ荘 

法人内研修 4 回（8 名） 3 回（11 名） 

外部研修 21 回（23 名） 21 回（26 名） 

 
 

自立援助ホーム            「カリヨンとびらの家」（男子・定員６名） 

「カリヨン夕やけ荘」（女子・定員６名） 
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⑨アフターケア（のべ件数） 

対応 とびら 夕やけ 

電話・メール相談 261 401 

自宅訪問 14 22 

職場訪問 10 1 

来訪 27 71 

関係者からの相談 140 128 

施設・法人のイベント 0 3 

その他 3 21 

合計 455 647 

 
⑩スタッフの状況（人） 

職種 と 夕 

ホーム長（常勤職員） 1 1 

チーフ（常勤職員） 1 1 

児童指導員（常勤職員） 1 2 

合計 3 4 

有償ボランティアスタッフ（日勤） 3 0 

有償ボランティアスタッフ（宿直） 0 1 

合計 3 1 

 
⑪会議の開催状況（回数） 

会議名称 と 夕 

ケース会議（子どもも参加） 0 4 

関係者会議（子どもは不参加） 0 3 

コタン面談 0 12 

家庭調整のための面談等 0 1 

子どもの職場会議 0 1 

職員会議 12 12 

利用者ミーティング 0 11 

 
⑫人権擁護の取組み 

とびらの家 夕やけ荘 

子ども担当弁護士に月

1 回状況報告し子ども

が子担に相談できる環

境にある。 

入居時や、利用者ミー

ティングで説明。 

共有スペースにて 掲

示案内をしている。 

2016 年 3 月 3 日権利擁

護推進室によるヒアリ

ング実施 

2016年2月22日権利擁

護推進室によるヒアリ

ング実施。 

⑬苦情相談の状況 

とびらの家 夕やけ荘 

（特になし） 
■居室網戸破損 

⇒修繕 

 
⑭施設・環境 

 とびらの家 夕やけ荘 

施
設
整
備 

インターネット

光回線、 

インターホン（カ

メラ付き）交換設

置 

（特になし） 

環
境
整
備 

全室のエアコン

清掃 

花壇手入れ 

京都きもの友禅より

子どもに成人式に貸

し出す振袖を格安で

購入 

 
⑮防災訓練の実施状況 

とびらの家 夕やけ荘 

2015 年度実施

せず。 

避難経路と、

地域避難場所

の掲示を施設

内に行った。 

年 14 回実施。避難場所の確

認、災害時伝言ダイヤルの使

い方、非常持出袋、ライフジ

ャケットの着用、エマージェ

ンシートイレキット等の図上

訓練と夜間、外出先などの実

踏訓練を実施した。 
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⑯外部機関連携・交流促進 

 とびらの家 夕やけ荘 

外
部
連
携
機
関 

保護観察所・保護司 

ハローワーク・児童養護

施設・子ども家庭支援セ

ンター・子ども若者自立

支援ネットワーク会議・

入居児/退居児の就労先

雇用主・区役所・フェア

スタート・ブリッジフォ

ースマイル・東京都社会

福祉協議会・全国社会福

祉協議会・セカンドハー

ベスト・東京善意銀行 

江戸川区保護

司会と毎月の

交流、食料品の

寄附等 

（ハローワー

ク以下はとび

らの家に同じ） 

見
学 

9団体からのべ37名を受

け入れ 

28 団体からの

べ 66 名を受け

入れ 

講
師 

大学 3か所へ講師として

職員出張 

研修等6か所へ

講師として職

員出張 

 
 

～番外編：季節のお食事～ 
 

子どもたちへ季節の味覚、郷土料理、美味しい食材をお贈
りくださり感謝です。それぞれ各ホームにて、季節の行事

とあわせて工夫しながら、子どもたちへ食材や由来を説明
しつつ美味しくいただいています。5 つのホームを代表し
て、「とびらの家」のスペシャル献立をご紹介します！ 

 

4 月 
筍ご飯、新玉ねぎと豆腐のサラダ 

新じゃがとスナップエンドウの炒め物 

5 月 
焼売レタス包み白菜玉ねぎ添え 

アスパラのナムル、人参葉しらすかきあげ 

6 月 
鮪刺身、パイ包みミートローフ 

手羽元と大根の韓国風煮物、イチゴ 

7 月 
高野豆腐の牛炊き、山形だし乗せ冷奴 

鴨葱鍋、鰻丼 

8 月 
トマトと大葉の冷製パスタ、タンドリーチキン 

もずくかき揚げ、スイカ 

9 月 おでん、さわらの西京焼き、たらこパスタ 

10 月 クッパ、十和田バラ焼き、手羽揚げ、梨 

11 月 土手煮、牡蠣の炊き込みご飯 

12 月 すき焼き、ぼたん鍋、天ぷらそば 

1 月 お節、お雑煮、鮭いくら丼、ステーキ 

2 月 きりたんぽ鍋、手羽餃子、恵方巻、ピザ 

3 月 黒酢酢豚、春キャベツキノコ鶏ひき肉白だし煮 

⑰2015 年度事業報告まとめ 

とびらの家 夕やけ荘 

第三者評価

機関から長

期の事業計

画があるべ

きと指摘を

受けた。 

入居日数が

長期化する

傾向にある。 

職員 4 名体

制を実現さ

せるための

職員募集中。 

防災訓練含

め、災害時に

対し更なる

備えの充実

を目指す。 

2014 年度末での退職者がおり、職

員募集をしながら4～7月は3名体

制で対応した。8月新任職員が入

職。共用スペース狭く改善要望出

ており、移転することとなった。

移転の物件は遺贈によって受けた

ものであり、築 50 年の日本家屋で

あったが故人の方のお気持ちを汲

みながら改修計画を立て、工事着

工。引越、物品購入等の計画を並

行して実施している。子ども、OG

への転居予定の説明。また、転居

先施設での生活に、職員・子ども

共に早期適応できるよう配慮した

い。 

2016 年度より日誌他、記録の電子

化を開始する予定。（転居計画にて

導入時期延期） 

とびら職員採用後、４名ずつの職

員体制となるため入退居児への一

層充実した支援を目指す。 
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2015 年度の利用実績 394 件 

 運営資金の獲得、メニューの充実、カリヨンハ

ウスと距離が遠いとびらの家の子どもたちが利

用するための工夫が継続した課題です。利用希望

が同日に重なると、実施場所をカリヨンハウス外

に探さなければならないことも出てきました。ま

た、あしたの家の開設に伴い、あしたの家入居中

の子どもの日中活動場所としてのあり方を模索

していくのが新たなニーズです。 

司法面接室の利用は7件でした。 
 

＜カリヨンハウスイベントの開催実績（人）＞ 

イベント名 子ども おとな 

バーベキューイベント 20 21 

クリスマスパーテーィー 29 46 

   

＜施設別利用者数（人）＞ 

施設名 年間利用 

カリヨン子どもの家ガールズ 216 

カリヨン子どもの家ボーイズ 71 

カリヨン夕やけ荘 148 

カリヨンとびらの家 0 

カリヨンあしたの家 1 

職員 18 

 

＜カリヨンハウス実施メニュー内訳＞ 

2015 年度の支援金総額 17,544,492 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2016 年 3 月 1 日に開設し、3月日に 1 人目の

名称 2015 年度実績 支援内容 

PMJ 

ホープチェス

ト事業 

全国の子どもシ

ェルター、自立援

助ホームの子ど

も・ OGOB の べ 

197 名を支援。予

算超過が見込ま

れ、フィリップ 

モリス ジャパン

㈱により緊急的

な支援措置がと

られた。 

転居、就学、

資格取得、シ

ェルター利

用時、自立援

助ホーム入

居時の生活

就労スター

トについて

子どもに支

援金支給。 

内海奨学金 

支援金 

カリヨンの子ど

もシェルター、自

立援助ホームの

子ども、OGOB 8

名が受給。 

定時制高校、

4年制大学へ

の通学、高卒

認定試験受

験生への奨

学金・支援金 

スタート 

応援金 

カリヨンの自立

援助ホームの子

ども 1名が利用。 

就職活動、就

労を開始す

るときの援

助金 

コストコ 

奨学金 

全国の子どもシ

ェルターの子ど

も、OGOB 11 名が

受給。 

高校、大学、

専門学校へ

通学する子

どもたちへ

の奨学金・支

援金 

国際ソロプチ

ミスト 

東京-銀座 

カリヨンの子ど

もシェルターの

OG 1 名が受給。 

専門学校へ

進学する際

の支援金。 

匿名の奨学金 

カリヨン子ども

の家の OB 1 名が

受給し、2016 年

3 月に無事卒業。 

大学へ通学

する子ども

への奨学金 

デイケア事業「カリヨンハウス」 子ども支援金交付事業 

2015 年度の支援総額 17,544,492 円 
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2016 年 3 月 1 日に開設し、入居者 1 名（18 歳・
女子・私的契約による入居）がありました。  
個人特定に繋がるため、入居理由以下のご報告
は割愛させていただきます。 
 
①スタッフの状況（人） 

職種 あしたの家 

ホーム長 ※理事長が兼務 1 

チーフ（常勤職員） 1 

児童指導員（常勤職員） 3 

合計 5 

有償ボランティアスタッフ（日勤） 1 

有償ボランティアスタッフ（宿直） 0 

合計 1 

 
②会議の開催状況（回数） 

会議名称 あしたの家 

ケース会議（子どもも参加） 3 

関係者会議（子どもは不参加） 2 

職員会議 9 

ハーフウェイホーム PT 6 

 
④職員研修参加回数（出席のべ人数） 

 あしたの家 

法人内研修 2 回（5 名） 

外部研修 2 回（4 名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑤外部機関連携・交流促進 

外
部
連
携
機
関 

子ども家庭支援センター・福祉事務所・

児童相談所・区社会福祉協議会・社会福

祉法人東京都知的障害者育成会・社会福

祉法人武蔵野会・認定 NPO 法人文化学習

協働ネットワーク・社会福祉法人つくり

っこの家・NPO 法人フリースペースたまり

ば・NPO 法人子どもセンター「パオ」等 

見学 2 団体からのべ 6名を受け入れ 

 
⑥2015 年度事業報告まとめ 

開設に際し、関係機関へ相談に行き、あしたの

家に入居してくる子どもたちにどういったサー

ビスが利用できるか、日中活動の場があるか、

それらの利用方法などについてご相談させてい

ただくとともに関係づくりをはかってきた。 

2016 年度は下記のような点を課題とする。 

・関係機関との連携のもち方 

・日中活動の充実と新規開拓 

・職員・スタッフのスキルアップと宿直ボラン

ティアの育成 

・子どもの甘えにどう対応していくか。 

・職員間の情報共有の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

法人本部（事務局） 

法人型ファミリーホーム     「カリヨンあしたの家」（女子・定員 5 名） 

①ご支援に感謝申し上げます 
2015 年度には、個人、企業、団体の皆さまか

らたくさんのご寄付を頂戴し、子どもたちの生
活環境、それを支える職員の働きを守ることが
できました。 
「現在の建物を子どもたちのために活用して

ほしい」というお気持ちと共に、都内の土地と
建物の遺贈がありました。法人内で協議検討を
重ね、建物に大規模な修繕を施し、「カリヨン夕
やけ荘」が移転することとなりました。「カリヨ
ンあしたの家」の開設、そして「カリヨン夕や
け荘」の新居大規模改修のために、特別にたく
さんのご支援を賜りました。 
食料品、日用品、行楽の機会、クリスマスプ

レゼントなどの贈り物もいただきました。 
全ての皆さまに、心から御礼申し上げます。 

②連携協力・渉外・広報 

8 月 
東京弁護士会「もがれた翼パート 22 
『家族のカタチ』」協力 

9 月 

主催シンポジウム『新しい夢をかなえよ
う～ハーフウェイホームの開催をめざし
て』開催 一般財団法人夢かなう共催 
◇さくら坂クリニック 武藤治人 Dr.はじめ、ハーフウ
ェイホームプロジェクトチームにご協力くださった
皆さまに感謝申し上げます 

10月 

子どもシェルター全国ネットワーク会議
in 名古屋 公益財団法人キリン福祉財団助成 

第 4 期少年相談ネットワーク会議開催 

11月 

公益財団法人社会貢献支援財団より「社
会貢献賞」を受賞 

Jaspcan（日本児童虐待防止学会）新潟大
会シンポジウム登壇 

12月 東京都要保護児童対策地域協議会出席 
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 2015 年度決算報告書（資金収支内訳書）                      （単位 千円） 


